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背景

背景

近年，ビックデータを解析・活用し社会に役立てる動きが活発に
なってきている．その中で新たなアイデア創出を促進する発送支援
システムがあるが，それらを取り扱うためにはプログラミングなど
の知識を必要とし，一般の人々に活用してもらうための障壁となっ
ている．

目的

1 誰でも気軽にデータの可視化を行えるシステムの提供
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引継ぎ内容

引継ぎ内容

Pythonで行っていた「3Dグラフ」と「いいね・RT数集計表」を出
力する処理を Blockly側に実装する

図 1: python上で行った発想支援の結果
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実装方法

実装方法

もとのプログラム (Textmining.py)を 1つ 1つの処理ごとに分割
→分割したプログラムそれぞれを cgiの分析ブロックにしていく

引継ぎの最終目標

全ブロックをつなぎ，Textmining.pyと同じ処理ができるようにする．

図 2: Blockly適応時の細分化
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Web側の進捗状況

図 3: Web側の進捗状況
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Twitter側の進捗状況

図 4: Twitter側の進捗状況
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現在の課題

課題

1 3つのファイルを入力するブロックの実装
→ 3つ入れて実行するとエラーが表示される

2 Web側のブロックの実装

図 5: 3入力エラー
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Blockly最近の進捗

行ったこと

1 JSONファイルが出力できない問題を解決

2 キーワード入力→ JSONファイル出力，JSONファイル入力→
3Dグラフ表示
2つの分析ブロックをつなげて最初から最後まで実行するブ
ロックの作成

図 6: 3入力エラー
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3Dグラフの応用

3Dグラフの応用

今まで：有効グラフで単語同士の関連性を可視化

案 (1)：ある場所からある場所への人の流入出の可視化

図 7: 関連単語のグラフ化

図 8: 人口流動のグラフ化
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案 1

実装手順

1 csvの表の情報をそのまま可視化

2 最適化によって不必要なエッジを取り除いて見やすくする

図 9: 最初の可視化

図 10: 最適化後のイメージ
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グラフ最適化について

グラフ最適化について
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試しにやってみたこと

日本国内の人口移動の可視化

使用したデータ：政令指定都市 (20市+東京 23区の合計)から 47都
道府県の人口移動数 (e-Stat, 住民基本台帳人口移動報告 / 月報,
2021年 5月より)

図 11: 使用した統計データ
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試しにやってみたこと 2

やってみたこと

政令指定都市 (21市)どうしの移動の非類似度を導出する
→出てきた 21x21の非類似度行列を正規化したものを可視化

dij =
√
(hi1 − hj1)2 + · · ·+ (hi47 − hj47)2 (1)

dij：i市と j 市の非類似度 hij：図 10の要素

図 12: 非類似度行列
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試しにやってみたこと 3

Blocklyへの適用

図 11の表を入れて 3Dグラフができるのか確認
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試しにやってみたこと 4

3Dグラフの可視化結果

若干見づらさを感じた

感じたこと

• 見やすくなるように twitter.html内を編集する
→中身の記述の知識必要

• 新しく見やすいグラフを作る
→ Blockly内に表示するための htmlコード、グラフを動かすた
めの jsの知識必要
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3Dグラフの応用 -案 2-

たんぱく質の構造の可視化と最適化

1.遺伝子データベースのサイトからタンパク質名を検索し，類似の
遺伝子配列をスクレイピング
2.単語表と同じで正方形の配列の表を作る

最適化

• マルチエージェントのように経路の最短化手法を用いて，最適
な可視化モデルを求める

図 13: 非類似度行列
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今後の予定

今後の目標

遺伝子データベースのサイトから遺伝子名と配列をスクレイピ
ングしてくるプログラムを考える

どのような最適化手法が用いることができるか考えていく
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